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マイボーム腺機能不全（Meibomian Gland Dysfunction,MGD）は眼瞼炎の一因であり、蒸発亢進型ドライ

アイの主因である。日常の一般診療において私たち眼科医が遭遇する最も頻度の高い疾患のひとつだが失

明しない疾患でもあり、見過ごされることが多かった。しかしながらその眼不快感に悩まされる患者は多

く、症状も長期にわたる場合が多い。MGDはここ数年、根本治療ともなりうる治療オプションが複数出現

してきたため前眼部の専門家にとってはもちろん、内眼手術後のMGDが術後不満足の4割を占めることが明

らかになるにつれ、眼科サージャンにも治療すべき疾患として国際的に注目を浴びているHOTな疾患であ

る。また昨今のコロナ禍におけるVDT使用時間の増加に伴うMGD患者の増加は明らかで、近年、特に「瞼」

に対する重要性が高まっていることは言うまでもない。本セミナーでは実際のMGD患者の臨床例をまじえ

ながら、アジスロマイシン点眼液の最適な適応症例、患者への服薬指導、セルフケア、世界最先端の話題

までの一連を披露し、明日からの臨床に役に立つ内容をお届けする。


